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はじめに 

本マニュアル（案）の背景 

・近年、⼤⾬等による河川の洪⽔氾濫や浸⽔等の⽔害が多発し、⽼⼈ホームや病院等の要配慮者利
⽤施設でも⼤きな被害が発⽣したため、要配慮者利⽤施設の「避難確保計画の作成」、「避難訓練
の実施」、「避難訓練の報告」が『⽔防法』及び『⼟砂災害防⽌法』の改正で義務化されました。 

・年１回以上実施する避難訓練を通じて、作成した避難確保計画の検証を⾏い、その結果抽出された
課題を改善することで、継続的に避難⾏動の実⾏性を向上すべく、計画をブラッシュアップしていくことが
重要です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
PDCA サイクルによる避難確保計画の向上 

 
本マニュアル（案）の目的 

・実際の災害において滞りなく安全な避難を実現するためには、『避難訓練による⾏動の事前確認や問
題点の改善等が不可⽋』です。 

・本マニュアル（案）は、要配慮者利⽤施設の職員⾃らが簡便かつ効果的な避難訓練を⾏うために、
⽀援ツール等も活⽤しつつ、避難訓練実施を促進することを目的に作成しました。 

・施設職員⾃らが、円滑に避難訓練の企画・運営を⾏うためのポイント等について、避難訓練の運営を
補助するための⽀援ツールの活⽤も踏まえてとりまとめを⾏っています。 

 
本マニュアル（案）の内容・構成 

・本マニュアルは、下記で構成され、訓練の企画段階や、訓練当⽇の運営の流れ、訓練後の報告や結
果の活⽤等に関する詳細な内容を記載しています。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

本マニュアル（案）の内容・構成  

Plan 
・避難確保計画の策定 

・避難訓練の実施計画の策定 

Do 
・避難訓練の実施、振り返り 

・実災害時の対応 

Check 
・訓練結果の整理・検証、報告 

・実災害対応の検証 

Action 
・避難確保計画のブラッシュ

アップ、計画の再提出 

第２章 避難訓練の実施手順 資料編 避難訓練実施のための支援ツール 

第 3 章 避難計画の計画立案 

第４章 避難計画の運営プロセス 

第５章 避難訓練の報告・計画の見直し 

【ツール①】施設タイムラインツール 

第６章 避難訓練に必要となる災害に関する基礎
知識や参考情報 

【ツール②】シナリオ簡易作成ツール 

【ツール③】アクションカードツール 

【ツール④】DIG ツール 

継続的な改善による 
防災力の向上 
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「要配慮者利⽤施設における避難確保計画の作成・活⽤の⼿引き」と本マニュアル（案）
の関連性 

・本マニュアル（案）は、施設での避難訓練の実施にあたり、「要配慮者利⽤施設における避難確保計
画の作成・活⽤の⼿引き（R4.3、国⼟交通省⽔管理・国⼟保全局）［以下、⼿引き、と⽰す。］」
の『第 9 章 避難訓練の実施ガイド』を補⾜する資料となります。 

 
 
＜訓練の実施体制について＞ 
・本マニュアル（案）に収録されている⽀援ツールは、訓練の実施体制として、下記の班構成を想定した
設定を⾏っております。 

●訓練を補佐する参加者︓進⾏係、記録係 
●訓練参加者︓総括班、情報班、避難誘導班、施設利⽤者、避難⽀援協⼒者 

・「⼿引き」では、総括指揮者、情報連絡班、避難誘導班、装備品等準備班の４班構成を想定されて
いますので、各施設で定めている避難確保計画の内容に従って、⽀援ツールの内容の⾒直しを⾏い、ご
活⽤ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

各担当者と主な役割 
 
  

■施設利用者、 
避難支援協力者
(外部協力者) 

・施設職員等の指
示で避難の実施
及び避難の協力 

・訓練の感想など 

 

■進行係 
 ・訓練全体の 
  司会・進行 

■総括班 
（施設管理者等） 

 避難確保計画 
 ハザードマップ   の準備 
 訓練用品   等     

・各班へ防災行動の指示 

■情報班、避難誘導班 
(施設職員等) 

・施設管理者の指示で避難 
 行動の実施、内容の報告 

・改善点などの意見出し 

■記録係 
・撮影や時間計測 

・参加者意見、気づ 
 いた点のメモ 

訓練参加者 訓練を補佐す

る参加者 

訓練を補佐する 

参加者 

支
援
ツ
ổ
ル
の
班
構
成 
手
引
き
の
班
構
成 

■総括指揮者 
■運営班：司会、訓練運

営、総括) 
（施設管理者等） 

 

■情報連絡班、 
避難誘導班、 
装備品準備班 
(施設職員等) 

 

■施設利用者、 
避難支援協力者
(外部協力者) 

 

 

■運営班：訓
練進行、連
絡 調 整 な
ど 

■運営班：実施内
容の記録 
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＜訓練の実施内容について＞ 
・平常時⼜は災害発⽣に伴う避難⾏動に関して、施設で実施すべき避難訓練の例を次⾴に⽰します。 
・⽀援ツールは、主に、避難準備訓練（設備や装備品、備蓄品、持ち出し品等の確認訓練）、情報
収集・伝達訓練、引き渡し訓練、屋内安全確保訓練（垂直避難訓練）、⽴退き避難訓練（⽔平
避難訓練）、図上訓練について、具体的な内容を想定して作成されています。ただし、必ずしも、施設
の災害リスクの全てに対応できるツールではありませんので、各特性に応じて、ツール内容は書き換えの
上で、ご使⽤ください。 

・なお「⼿引き」記載の『避難経路等の確認訓練』を実動で実施する場合には、以下を参考にして、避難
先と施設間や、⾃宅と施設間等の避難経路上に危険と感じる箇所がないか確認して、情報共有を⾏
いましょう。 

避難経路等の確認訓練 実動訓練の実施イメージ 

 
※歩きで訓練を⾏う場合、特に利⽤者などの参加者の体⼒に留意しながら、訓練時間を設定しましょう。 

事前準備 準備品 避難訓練の実施方法 

■避難ルート等の確認 

避難確保計画やハ

ザードマップ等を用

いて、避難経路、避

難先、避難方法等を

確認 

 

■役割分担の決定 

進行係、避難誘導

係、記録係等の役割

を決定 

 

■図面 

■筆記用具 

■バインダー 

■カメラ 

■付箋 

■避難時の持ち出し品 

※持ち出し品を所持しながら移

動し、課題がないかを確認す

ることも重要です。 

■災害リスクの事前確認 

ハザードマップ等を

確認し、ルート上の浸

水深や土砂災害想定箇

所等を確認 

 

■避難経路等の確認・記録 

移動ルート上で、危険と

感じる箇所について、地図

へ記入し、写真を撮影 

 

■情報の整理 

大判図面等へ各参加者

の確認結果を記録し、関

係者で情報を共有。課題

のあった箇所について

は、予防策を話し合う 

危険箇所の確認結果 

場所 内容 
例)○○橋 例)支川を超える移動の

ため、留意が必要 

  

  

  

 

■情報の周知 

危険箇所等を記録した図面は掲示版

等で情報を共有 

 

 

 

 

 

例)⽔路や狭く⽀
障のある通路等 
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要配慮者利⽤施設での避難訓練の実施例 
訓練種別 訓練での 

確認項目 

概要 内容 イメージ 

情報収集・

伝達方法 

情報収集・

関係者への

伝達方法 

インターネット

やスマホアプ

リ、テレビのｄ

ボタン等を用い

て情報を収集

し、職員に状況

を伝達 

〇情報収集者・伝達先職員の確

認 

○情報収集方法の確認 

・気象情報 

・水位の情報 

・自治体の防災情報 等 

〇施設内関係者への伝達 

〇利用者家族等への連絡 

 
情報収集、情報伝達訓

練 

利用者家族

等への引き

渡し 

施設利用者

の家族等へ

の連絡方法 

避難開始・完了

時に、緊急連絡

網等を用いて、

施設利用者の家

族等へ連絡 

〇連絡担当職員の確認 

〇緊急連絡先の確認 

○連絡(引き渡し)の実施 

・避難先 

・引き渡しの方法  等 

 ※施設職員が、家族役を代役すること

も検討 

 
立退き避難訓練 

（引き渡し訓練：家族

への連絡） 

避難準備 避難誘導方

法（避難

先・避難経

路） 

ハザードマップ

等を用いて、避

難経路、避難

先、避難方法等

を確認 

○避難先・避難経路等の確認 

・避難経路、避難先 

・経路上の危険箇所、浸水状況    

等  
避難経路等の確認訓練 

参集・資器

材・備品準

備等 

非常時資器材リ

スト等を用い

て、資器材や備

品を確認 

〇職員配置・参集体制の確認 

〇参集場所・参集方法の確認 

○施設内資機材の確認 

・利用者数に応じた備蓄量 

・避難誘導器材（車いす等） 

・非常食の期限   等 

 
設備や装備品、備蓄

品、持ち出し品等の確

認訓練 

（避難準備訓練） 

避難誘導 

（施設内・

施設外） 

移動方法等 実際に施設内の

移動（上層階へ

の移動等）や避

難先までの移動

を行い、移動方

法を確認 

〇避難先の決定 

〇避難誘導者の決定 

〇移動手段の確認 

〇施設内・施設外での避難誘導 

 ・移動に係る時間 

 ・必要な職員数 

 ・必要な資材   等 

 ※施設職員が、利用者役を代役するこ

とも検討 

 
立退き避難訓練 

(水平避難訓練) 

 

 

 

 

 

屋内安全確保訓練 

(垂直避難訓練) 

 
図上訓練 
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避難訓練の実施⼿順 

避難訓練実施の流れ 

・避難訓練の実施は、施設で策定された『避難確保計画』をもとに、概ね以下の⼿順で⾏います。 
・⽀援ツールを参考にして、準備及び当⽇の運営を⾏うことで、訓練を容易に実施していくことが可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

施設での避難訓練実施の流れ 
 
 
 
  

・訓練内容を計画（訓練の種類、手順、日時、場所、参加者）
・訓練場所の確保、備品の準備
・関係者への訓練内容の周知

・施設が有する災害リスクを確認
・役割分担や防災行動等の防災体制を確認
・避難に必要な備品や情報収集手段等の内容を確認
・施設で作成したタイムラインの内容を確認

避難確保計画の確認

避難訓練の実施内容の決定

避難訓練の実施

避難訓練の振り返り

避難訓練の報告、避難確保計画の見直し

準
備

訓
練

訓
練
後

１

２

３

４

５

支援ツールの活用

・訓練に使用する機材の準備
・訓練内容の関係者への説明
・計画した訓練内容に従い、訓練を実施

・訓練を振り返り、課題や予防策等の意見交換を実施

・市町村へ避難訓練の実施結果を報告
・改善箇所は避難確保計画を見直して、市町村へ提出

【施設名︓

社会福祉施設
避難確保計画

】

年 月作成

施設
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⽀援ツールの活⽤ 

・避難訓練の内容決定や実施にあたり、資料編には、４つの「⽀援ツール」を収録しております。 
・それぞれの施設の状況に応じて、以下に⽰すツールを活⽤し、訓練内容を抽出・整理することで、容易
に避難訓練が実施できます。 

・これまで訓練を実施している施設など、特に、⽀援ツールがなくても訓練が実施可能な施設においては、
３章以降の記載内容を確認しつつ、避難訓練を実施しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⽀援ツールの選択⽅法 

■ 図上訓練を実施してみたい・・・、どうしても実動での訓練実施が難しい・・・ 

DIG ツール 

■ 施設でのタイムラインを作成していない・・・、災害時の役割の手順が決まっていない・・・ 

施設タイムラインツール ・「タイムライン」とは、いつ・だれが・何を実施すべきか、各班
の防災行動を時系列で事前に整理しておくものです。 

・本ツールを活用して、災害時に取るべき行動を事前に整理し、各
自が理解することで、災害対応力を向上することができます。 

・すでにタイムラインを作成している施設では、災害リスクや事象
などの状況に応じた複数パターンのタイムラインを準備しておく
ことで、円滑な防災行動に移すことも可能です。 

・「DIG」は、Disaster（災害）、Imagination（想像力）、Game
（ゲーム）の頭文字で『災害図上訓練』を意味します。 

・本ツールは、施設の災害リスクを「見える化」し、起こり得る課
題や危険性について、職員間で考えるためのテーマを設定してい
ます。 

・施設の課題となるテーマに対して、予防策等を話し合うことで、
災害対応力を向上させることが可能です。 

■ 初めてで訓練の手順がわからない・・・、どんな訓練を実施すべきかイメージできない・・・

シナリオ簡易作成ツール ・本ツールは、避難確保計画の記載内容から避難訓練で実施すべき
項目について、簡易に整理することが可能なツールです。 

・訓練内容毎に概要や流れを整理しているので、施設で課題として
いる防災活動に関して、訓練内容を選択・実施することで、災害
対応力を向上させることが可能です。 

 

■ 各職員の役割や分担、活動内容が理解できていない・・・、見直しを行いたい・・・ 

アクションカードツール ・本ツールは、職員の役割や防災活動の内容を一枚のカードとして
整理したツールです。 

・各班の役割や活動を事前に整理して、訓練を通じた課題等を確認
することで、それぞれの防災活動を見直すことができます。 

・各班の行動をまとめることで、各自の役割を明確化できます。 
・実動訓練が困難な施設では、カードによる読み合わせ等を図上訓

練で行い、防災活動を見直すことも可能です。 
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・災害リスクに備えた施設職員の⾏動内容「いつ、誰が、何をするか」をわかりやすく整理 
・施設タイムラインを整理することで、災害リスクに備えた訓練の実施に役⽴てることが可能 
・整理したツールを施設の目⽴つ所に掲⽰することで、災害リスクに備えて、取るべき⾏動を確認することが
可能 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・施設で実施する訓練について、避難確保計画の内容からシナリオ(⼿順)を簡易に整理することが可能 
・スムーズに訓練できるように、５つの訓練の種類を準備し、記⼊例から情報を書き換え 
・想定したシナリオと実動訓練を⽐較し、課題が⽣じた際は予防策を講じて、避難確保計画の⾒直しを
実施 

 
 
 
 
 
 
 

  

施設タイムラインツール 

シナリオ簡易作成ツール 

総括班               情報班            避難誘導班 

施設タイムラインの確認      施設タイムラインの確認  施設タイムラインの確認  施設タイムラインの確認       

    各班の役割分担を確認     各班の役割分担を確認  各班の役割分担を確認  各班の役割分担を確認

   気象情報、水位等の情報    気象情報、水位等の情報 気象情報、水位等の情報
自治体の防災情報の収集を開始   自治体の防災情報の   自治体の防災情報の   
                               収集を指示          収集を開始 

 使用する資器材・備品等の準備 使用する資器材・備品等                     使用する資器材・備品等
                              の準備を指示                              の準備開始 

     避難先、避難経路、         避難先、避難経路、                        避難先、避難経路、  
      誘導手段の確認        誘導手段の確認を指示                     誘導手段の確認を開始

   気象情報、水位等の情報                        気象情報、水位等の情報 
   自治体の防災情報の収集                       自治体の防災情報の収集   

       施設利用者の            施設利用者の     
    避難誘導開始を判断       避難誘導開始を判断

   施設利用者の家族等へ      施設利用者の家族等へ 施設利用者の家族等へ
   避難開始、避難先の連絡      避難開始、避難先の    避難開始、避難先の   
                               連絡を指示          連絡を開始 

 使用する資器材・備品等の搬出 使用する資器材・備品等                     使用する資器材・備品等 
                              の搬出を指示                             の搬出を開始 

       避難誘導開始           避難誘導を開始        避難誘導を開始       避難誘導を開始       

   施設利用者の家族等へ                         施設利用者の家族等へ
  避難完了、引き渡しの連絡                        避難完了、引き渡しの 
                                                     連絡 

特別養護老人ホーム ○○○○ 

令和○   ○   ○              ○○室 
 
   ○○ 

（総括班）○○                   ○○ 
 
（情報班）○○、○○ （避難誘導班）○○、○○、○○ 

  ①気象情報    ②河川の水位情報         ③○○町 
○○地方気象台 川の防災情報 ○○県土木部  災害情報 

二次元

コード 

二次元

コード 

二次元

コード 

二次元

コード 
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・想定しうる範囲の取るべき避難⾏動の指標をカードとして整理 
・施設状況や災害リスクに応じて、内容の削除、書き換え、追加を⾏い、その内容に従い、災害対応に
不慣れな⽅が避難⾏動を⾏いやすいようにイメージ化 

・訓練後は、班ごとにファイルにまとめておき、各⾃の防災活動の確認に活⽤ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・初めて図上訓練をする⽅がスムーズに訓練が進⾏できるように、イメージや⼿順を整理 
・５つの訓練内容ごとに、図上で話し合いができるように、それぞれ具体的なテーマを準備 
・訓練後は、使⽤した図⾯を掲⽰することで、施設職員や施設利⽤者への情報共有が可能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

アクションカードツール 

ＤＩＧツール 
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避難訓練の計画⽴案 【訓練の準備段階】 

・施設で策定した避難確保計画や施設図⾯等を確認して、避難訓練の計画を⽴案してください。 
 
 

避難訓練の対象施設の概要 

・避難確保計画や⾃治体のハザードマップをみて、施設概要や災害リスク、避難⽅法等を確認してくださ
い。 

 
施設名称   

施設区分 
□社会福祉施設  
□医療施設 
□教育施設 

施設の災害リスク 
※対象となるリスクをチェッ

クし、想定災害を記載 

□洪⽔リスク 
 ・最⼤浸⽔深  ＿＿＿＿m 
 ・浸⽔継続時間 ＿＿＿＿時間 
 ・家屋倒壊等氾濫想定区域 あり ・ なし 
 

 

□⾬⽔出⽔リスク 
 ・最⼤浸⽔深  ＿＿＿＿m 
 ・浸⽔継続時間 ＿＿＿＿時間 
 
□⾼潮リスク 
 ・最⼤浸⽔深  ＿＿＿＿m 
 ・浸⽔継続時間 ＿＿＿＿時間 
 
□⼟砂災害リスク 
 ・⼟砂災害特別警戒区域 あり ・ なし 
  （□がけ崩れ、 □⼟⽯流、 □地すべり） 
 ・⼟砂災害警戒区域 あり ・ なし 
  （□がけ崩れ、 □⼟⽯流、 □地すべり） 
 
□津波リスク 
 ・最⼤浸⽔深  ＿＿＿＿m 
 ・津波到達時間 ＿＿＿＿時間 
 

避難⽅法 
□⽴退き避難（垂直避難）  
□屋内安全確保（⽔平避難） 
□その他（              ）※例︓事前休業など 

避難先   

避難⼿段 
※⾞両移動、徒歩移動、家

族等への引き渡しなど 

  

※関連施設等を含めて、合同で訓練を実施する場合、それぞれの施設の災害リスク、避難の方法等を

整理してください。 
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【 ポイント１ 】                                                 

●施設のハザード（災害リスク）が最新であるか確認しましょう︕ 
・避難確保計画で想定したハザード（災害リスク）が最新かつ適切（選択に漏れがない）である
か、⾃治体ホームページ等をみて、確認しましょう。 

・ハザード（災害リスク）は、国⼟交通省のハザードマップポータルサイトから「わがまちハザードマッ
プ」や「重ねるハザードマップ」でも確認ができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【 ポイント２ 】                                                 

●避難先及び避難経路のリスクも確認しましょう︕ 
・ご⾃⾝の施設や周辺だけではなく、避難確保計画で想定した避難先や避難経路について、ハザ
ード（災害リスク）が最新であるか、⾃治体ホームページ等をみて、確認しましょう。 

・避難先及び避難経路が「家屋倒壊等氾濫想定区域」や「⼟砂災害警戒区域・⼟砂災害特別
警戒区域」に含まれていないか確認しましょう。避難先がこれら区域に位置する場合には、「⽴退
き避難（⽔平避難）」が必要です。 

 
      ︓家屋倒壊等氾濫想定区域          ︓家屋倒壊等氾濫想定区域             ︓⼟砂災害 

(氾濫流)                      （河岸侵⾷）                      （⼟⽯流） 
 
 
 
 
 
 
 ※「家屋倒壊等氾濫想定区域」や「⼟砂災害警戒区域・⼟砂災害特別警戒区域」、「⼟砂

災害の種類」については、Ｐ26 参照。 
 
・新たな避難経路を設定した際には、「避難経路等の確認訓練（ｐ３参照）」を実施して、課
題や改善点がないかを確認しましょう。 

 

  

凡例 
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避難訓練の実施時期 

・「避難確保計画」に基づき定めた避難訓練計画に従い、訓練を実施しましょう。 
 

訓練実施⽇ 訓練実施時間 

＿＿＿＿＿＿年＿＿＿⽉＿＿＿⽇ 
 

＿＿＿時＿＿＿分 から ＿＿＿時＿＿＿分 まで 

 

 

【 ポイント１ 】                                                 

●避難訓練の実施計画が適切であるか確認しましょう︕ 
・「避難確保計画」で定めた避難訓練の実施時期や訓練内容が適切であるか確認しましょう。 
・⼤⾬による災害リスクが想定される場合は、出⽔期前(11〜５⽉頃)の訓練実施を検討しましょ
う。 

・出⽔期前に実施時期を変更するなど、避難確保計画⾃体を⾒直すことも重要です。 
・別途で消防訓練を実施している施設においては、⽔防訓練と合同で、避難訓練を実施すること
も検討してみましょう。 

 

【 ポイント２ 】                                                 

●職員の通常業務や利⽤者の負担にならないように配慮しましょう︕ 
・訓練の実施⽇や時間は、職員への負担が少ない⽇程を設定しましょう。 
・天候状況や繁忙期など、必要に応じて、設定した⽇時の延期を判断することも重要です。 
・参加者の負担にならないように、複数⽇に分けての訓練実施などの配慮も必要です。 
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避難訓練の実施内容、実施場所 

・避難訓練は、情報収集や避難誘導等の実動訓練、図上での訓練など、様々な種類があります。 
・施設で抱えている課題や確認が必要な事項等から、実施する訓練内容を選択しましょう。 
・複数訓練を同時に実施する場合、発災から避難までのポイントを絞った通しでの訓練実施や、複数⽇
に分けての訓練実施など、参加者の負担にならない配慮が必要です。 

 

実施する訓練内容 訓練の実施場所 
□⽴退き避難訓練（⽔平避難訓練）  

 
□避難経路等の確認訓練  

 
□屋内安全確保訓練（垂直避難訓練）  

 
□情報収集、情報伝達訓練  

 
□図上訓練  

 
□設備や装備品、備蓄品、持ち出し品等の確認訓練  

 
□その他訓練（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）  

 
 

【 ポイント１ 】                                                 

●避難の実効性向上に繋がる訓練内容を選びましょう 
・異なる訓練のローテーションや、課題となる事項の訓練を重点的に実施するなど、施設の特性に
応じて、訓練内容を選択しましょう。避難の実効性向上のため、様々な訓練を実施することが重
要です。 

・施設利⽤者が参加する訓練内容では、実動となる訓練を選択し、災害リスクを肌で感じてもらう
ことで、避難意識を向上させることができます。 

 

【 ポイント２ 】                                                 

●利⽤者の特性に応じた訓練内容を検討しましょう 
・施設利⽤者の特性（例︓⾃ら判断・⾏動が可能な利⽤者と困難な利⽤者など）に応じて、
利⽤者別の訓練内容や避難⽅法等を事前に検討し、避難訓練で確認しましょう。 

 

【 ポイント３ 】                                                 

●ご⾃⾝の施設以外を活⽤する場合は、事前に場所の利⽤など調整を⾏いましょう 
・⽴退き避難（⽔平避難）を実動で⾏う訓練など、ご⾃⾝の施設や関連施設以外を活⽤する
場合には、事前に関係機関と調整しましょう。 

・施設が利⽤できない場合、例えば、施設の⼊⼝までの移動を実施など、訓練計画へ反映しまし
ょう。 
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避難訓練の目的及び目標設定 

・「3.避難訓練の実施内容、実施場所」で選択した訓練内容について、訓練で確認しておくべき事項や
訓練を通じて得ることができる達成目標を事前に定めておきましょう。 

 

訓練の目的 

 
 
 
 
 
 
例︓台風の発⽣から避難完了までの⼀連の避難⾏動を確認  
   「警戒レベル３⾼齢者等避難」発令から●分以内に垂直避難を完了 など 

訓練の目標 

 
 
 
 
 
 
例︓利⽤者の障害特性に応じた施設職員の役割分担を確認 
   施設から避難先までの避難時間を確認   など 

 

【 ポイント１ 】                                                 

●厳しい状況下での避難訓練の実施も検討してみましょう︕ 
・これまでに訓練を実施したことがある施設などでは、管理者が居ない場合や担当職員が参集でき
ない場合など、厳しい災害状況下を想定した訓練を検討してみましょう。 
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避難訓練で必要な資機材の準備 

・下記は避難訓練で⽤いる備品の⼀例です。 
・施設の状況及び訓練内容に応じて、必要な備品を準備しましょう。 
 

 備品の⼀例 数量 

情報収集・伝達訓練 

□テレビやラジオ  
□インターネットに接続したパソコンやタブレット端末  
□電話やファックス  
□携帯電話やスマートフォン  
□電池や非常⽤電源  
□  
□  

屋内安全確保訓練 
（垂直避難訓練） 

など 

□名簿（施設利⽤者）  
□案内旗  
□ビブス  
□懐中電灯  
□ハンドマイク、インカム・トランシーバー  
□⾬具  
□ライフジャケットやヘルメット  
□避難ルートを⽰したマップ  
□担架やストレッチャー、⾞いす  
□救急⽤品  
□移動⽤の⾞両  
□リストバンドや名札(利⽤者判別、避難誘導に活

⽤) 
 

□  
□  

その他共通 

□避難確保計画やハザードマップ  
□筆記⽤具(付箋へ記載する場合は太字ペンが便

利) 
 

□ホワイトボード、スクリーン  
□⽔や⾷料  
□衛⽣⽤品や⾐料品、薬や保険証のスペアなど  
□電池や携帯充電器  
□ビデオカメラやデジタルカメラ（記録⽤）  
□  
□  

 

【 ポイント１ 】                                                 

●コロナ禍に対応した配慮も必要です︕ 
・避難先へ持参する装備品など、コロナ禍に配慮した備品等を準備することも必要です。 
・施設状況に応じて、必要な⼈員で訓練を実施しましょう。 
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避難訓練の参加者や参加⼈数 

・「避難確保計画」で定めた避難体制から参加者を設定し、必要な訓練参加⼈数を調整しましょう。 
 

訓練参加者 参加⼈数 
□施設職員  

＿＿＿＿＿名 
□施設利⽤者  

＿＿＿＿＿名 
□家族・保護者等  

＿＿＿＿＿名 
□地域の協⼒者  

＿＿＿＿＿名 
□その他（＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）  

＿＿＿＿＿名 
 

【 ポイント１ 】                                                 

●施設利⽤者の健康⾯への配慮が重要です︕ 
・施設利⽤者の参加を考える場合は、利⽤者の⾝体等に負担がないか、短時間での訓練参加
や絞った訓練内容での参加など、健康⾯には最⼤限に配慮しましょう。 

・訓練当⽇の施設利⽤者の健康⾯等もチェックし、必要に応じて、職員のみでの訓練へ変更する
ことなどの配慮も重要です。 

・施設利⽤者の家族や保護者等に対して、訓練内容に関して、事前に説明を⾏うことも必要で
す。 

 

【 ポイント２ 】                                                 

●避難⽀援者の訓練参加も重要です︕ 
・施設利⽤者が多い施設や、少ない職員で運営する施設等では、地域やご家族等の協⼒を得
て、円滑かつ効率的に避難を⾏うことが想定されます。 

・施設で定めた避難確保計画に従って、想定している地域の協⼒者や家族・保護者等にも訓練
参加を促し、実災害を想定した準備を⾏うことも重要です。 

・協⼒者に参加いただく場合には、事前の説明会実施など、早めの調整が必要です（訓練⽇の
２〜３か⽉前から調整など）。 

・⾃主防災組織や関連施設、⾃治体等が訓練に参加する場合も、事前の調整が必要です。 
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避難訓練の実施体制 

・「避難確保計画」で定めた避難体制から、訓練上の施設職員の役割分担を設定しましょう。 
・訓練では、訓練を補佐する施設職員の参加を調整して、円滑に訓練を実施することが重要です。 
・班構成はイメージです。施設で設定した避難計画に応じて、施設に応じた役割を設定しましょう。 
 

＜訓練運営班＞ 

役割 名前 
□総括班（総括指揮者）  

 
□情報連絡班（情報班）  

 
□避難誘導班  

 
□装備品等準備班  

 
□その他（             ）  

 
 

＜訓練補佐＞ 

役割 名前 
□進⾏係（運営班） 
  ※訓練全般の進⾏のコントロール 
 

 

□記録係（運営班） 
  ※訓練内容の撮影・記録 
 

 

 

【 ポイント１ 】                                                 

●職員⼀⼈ひとりが担当する役割や内容を把握して、災害に備えるようにしましょう︕ 
・総括班（総括指揮者）︓災害時の防災⾏動の全体を指揮 
・情報連絡班︓災害や避難に関する情報収集や伝達を担当 
・避難誘導班︓要配慮者（利⽤者）の避難⾏動の⽀援を担当 
・装備品等準備班︓避難⾏動に必要な設備や装備品等の準備や⽀給を担当 

 

【 ポイント２ 】                                                 

●参加者・役割を決めたら、訓練の実施を周知しましょう︕ 
・参加者等が決まったら、事前説明の時間を設定し、参加者へ情報を共有してください。 
・シナリオ等を事前に知らせないブラインド⽅式で訓練を実施する場合は、必要な情報のみを周知
しましょう（例︓訓練の⽇時のみを伝達し、その他訓練の内容や⼿順等は、訓練で確認な
ど）。 
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避難訓練の災害シナリオ、訓練スケジュール 

・施設が有する災害リスクから、訓練で想定する災害シナリオを設定しましょう。 
・訓練の設定した時間の中で、実施する訓練項目や訓練の流れを設定しましょう。 
 

災害シナリオ 

 
 
 
 
例︓ハザードマップで想定された近傍河川の氾濫による洪⽔リスク 
   夜間の時間帯での警戒レベル３⾼齢者等避難の発令 

⼀部の施設が利⽤できない状態       など 

訓練スケジュール 

時刻 時間 内容 
時  分   
時  分   
時  分   
時  分   
時  分   
時  分   
時  分   
時  分   
時  分   
時  分   

 

【 ポイント１ 】                                                 

●訓練の全体スケジュールを事前に決めておきましょう︕ 
・訓練への参集、訓練の実施、振り返りなど、避難訓練で実施する事項について、それぞれの時
間配分や対象者を事前に決めておきましょう。 

・訓練を補佐する職員は、スケジュールに従って、訓練を運営することで、決められた時間内に適切
な避難⾏動が実施できているかなど、確認を⾏うことが重要です。 

・予定と実績の時間に相違がある場合は、その課題について、振り返りで確認しましょう。 
 

＜訓練スケジュール例＞ 

時刻 時間 内容 
１３時００分～１３時１０分 １０分 発災後の職員参集訓練 
１３時１０分～１３時３０分 ２０分 情報収集訓練 
１３時３０分～１４時１５分 ４５分 避難誘導訓練（利用者点呼・立退き避難） 
１４時１５分～１４時２０分  ５分 避難完了確認（点呼） 
１４時２０分～１４時３０分 １０分 訓練後の振り返り 

 

 

【 ポイント２ 】                                                 

●施設のタイムラインに従って、時間設定をしましょう︕ 
・ご⾃⾝の施設における避難⾏動を時系列順に整理したタイムラインを確認し、実際の災害対応
を想定して、その順番に訓練スケジュールを設定すると良いです。 

・⽇中と夜間では災害対応が異なることにも留意しましょう。 
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避難訓練の運営プロセス 【訓練の実施段階】 

・前段までの訓練準備をもとに、避難訓練を実施しましょう。 
・実施する訓練は、発災から復旧までの⼀連の流れを全て実施、あるいは⼀部の訓練のみを実施するな
ど、シナリオやスケジュールに応じて、訓練を実施しましょう。 

 
 
・訓練の流れや内容について、参加者に情報共有しましょう。家族や保護者に事前説
明することも重要です。 

・訓練内容に応じて、伝えるべき内容のみを伝達しましょう（例︓シナリオ等を伝えない
ブラインド式の訓練など）。 

 
 
 
・訓練に必要な資機材の準備、訓練で使⽤する会場の設営を⾏いましょう。 
 
 
 
・設定した災害シナリオやスケジュールに応じて、進⾏係に従い、訓練を実施しましょう。 
 
 
 
・避難に必要な設備や装備品の点検や備蓄品の在庫確認、避難先への持ち出し品を
準備しましょう。 

 
 
 
・避難に必要な防災気象情報や避難情報を収集して、その情報を職員や避難⽀援協
⼒者等に伝達しましょう。 

 
 
・避難先・避難経路の確認訓練では、現地を実際にみて、避難先や避難経路の安全
性等について確認しましょう。 

・利⽤者を避難先へ移動する訓練として、施設外の避難先に利⽤者を移動させる⽴退
き避難訓練（⽔平避難訓練）、施設の上階などに利⽤者を移動させる屋内安全確
保訓練（垂直避難訓練）を実施しましょう。 

 
 
・記録係は、訓練中、記録や撮影等を実施しましょう。 
  

① 事前案内、事前説明 

③ 訓練開始 

④ 設備や装備品、備蓄品、持ち出し品等の確認 

⑤ 情報の収集・伝達方法 

⑥ 避難誘導（避難先、避難経路、避難方法等の確認） 

⑦ 避難訓練の記録 

② 訓練準備・会場設営 

訓
練
前 

訓
練
当
日 



19 

 

【 ポイント１ 】                                                 

●利⽤者の健康状態には⼗分に配慮しましょう︕ 
・訓練の実施にあたっては、新型コロナウイルスやインフルエンザ等に注意するとともに、施設利⽤者
等の事故やけがなど、健康状態には⼗分に気をつかいましょう。 

・訓練前には、ご家族や保護者に了承をいただくとともに、訓練時の万⼀の事故に備えて、イベント
保険等への加⼊等を検討しましょう。 

 

【 ポイント２ 】                                                 

●利⽤者の参加が困難な場合、職員が利⽤者の代わりになって、訓練を実施しましょう︕ 
・例えば、職員が利⽤者の代わりに⾞いすへ乗⾞するなど、利⽤者が参加できない場合は、代わり
になって、避難⾏動に対して、課題等がないか、確認してみましょう。 

 
 

【 ポイント３ 】                                                 

●防災情報の⼊⼿⽅法は、平時から確認しておきましょう︕（P.31〜34 参照） 
・防災情報の⼊⼿⽅法がわからない職員などは、平時から必要情報が何で、どのサイトから情報を
⼊⼿すべきか確認しておきましょう。 

・防災教育として、実習を⾏う場合には、以下のような⼿順で実施してみましょう。 
 

【 防災情報の収集に関する学習⽅法（例） 】                                                
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避難訓練の報告・計画の⾒直し 【訓練後の振り返り段階】 

・避難⾏動の実施後は、「訓練の振り返りの実施」、「市町村への訓練結果の報告」、「改善箇所につい
ては避難確保計画の⾒直し」を⾏いましょう。 
 

□ 振り返りの実施 ・訓練が終わった後は、参加者で振り返りを実施し、良かった点や改
善点等を必ず確認しましょう。 

□ 訓練結果の報告 ・訓練の実施結果は、とりまとめて市町村に報告しましょう。 
・訓練結果は関係者へ周知することも重要です。 

□ 避難確保計画の⾒直し 
・訓練の振り返り結果を踏まえ、必要に応じて、避難確保計画を⾒
直しましょう。 

・計画を修正した場合には、市町村へ再提出を⾏いましょう。 
 

【 ポイント１ 】                                                 

●振り返りは必ず実施しましょう︕ 
・振り返りの時間が取れない場合や、参加できない職員等には、後⽇アンケート等を実施して、意
⾒や課題などを確認しましょう。 

・振り返りを通じて、より良い避難⾏動を⼼がけていくことが重要です。 
 
【振り返り時の確認項目案】  ※アンケートで実施する際のひな型は、次⾴を参照 

・避難訓練の内容や⼿法で良かった点や改善点 
・災害時の避難⾏動を理解できていたか。また適切に避難⾏動を実施できていたか 
・訓練計画と実際で相違や課題のあった点（想定以上に時間のかかった点等） 
・円滑な避難⾏動にあたっての課題や改善点 
・避難確保計画の内容（防災体制、タイムライン等）についての改善点＜施設職員に対して＞ 
・関係機関（⾃治体など）への要望 
・今後、必要となる訓練内容 
・その他、気づいた点や感想 

 
 

【 ポイント２ 】                                                 

●できるだけ全員の意⾒を確認しましょう︕ 
・振り返りを⾏う際は、できるだけ参加者全員の意⾒を聞くことが重要です。 
・進⾏係は、以下のように発⾔を促すことが重要です。ホワイトボード等活⽤して意⾒をまとめましょう。 

「◎◎に関して、意⾒や課題等はありますでしょうか。●●班の〇〇さん、いかかでしょう
か。・・・・」 
・記録係は、訓練にかかった時間や気づいた点など、俯瞰的な⽴場から意⾒を出しましょう。 
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避難訓練の振り返りアンケート（例）                      
 

このアンケートは、「避難訓練」を通じて、良かった点や改善点を集約して、実際

の災害対応に活かすためのものです。お手数ですが、ご協力をお願いします。 
 

１．避難訓練の内容や手法で良かった点や改善点をお聞かせください。 
○良かった点 

 

 

 

 

○改善点 

 

 

 

 

 

 

２．災害時の避難行動は理解できていましたか。 

□理解できていた    □概ね理解できていた  □どちらともいえない 

□あまり理解できていなかった □全く理解できていなかった 
○理解できていなかった内容について、教えてください。 

 

 

 

 

 

 

３．訓練を行ってみて、円滑な避難行動が実施できましたか。 

□実施できた       □概ね実施できた   □どちらともいえない 

□あまり実施できなかった □全く実施できなかった 
○円滑な避難行動の実施にあたっての課題や改善点について、教えてください。 

 

 

 

 

 

 

４．今回の訓練を通じて、避難確保計画の内容に関し、見直すべき点はありますか。 
 

 

 

 

 

 

５．その他、気づいた点や感想をお聞かせください。 
 

 

 

 

 

以上 
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【 ポイント３ 】                                                 

●訓練の結果は必ず市町村に報告しましょう︕ 
・訓練は年１回程度の実施が必要です。訓練後は、実施結果報告書を作成し、市町村に報告
してください。 

・⾃治体独⾃の報告様式がない場合は、以下のサイトに避難訓練報告様式が掲載されています
ので、こちらを参考に実施結果報告書を作成しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
「要配慮者利⽤施設の浸⽔対策」  
 (国⼟交通省) 
 
 

訓練実施報告書(様式例) 
 

【 ポイント４ 】                                                 

●訓練の結果や改善点等は関係者へ情報共有しましょう︕ 
・訓練の実施報告や改善点等は、施設職員、利⽤者やその家族等へ情報共有することも必要
です。 

・また、関連する施設がある場合には、訓練で⽣じた課題を共有して、避難⾏動の実効性向上に
向けて、取り組みを共有しましょう。 
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避難訓練に必要となる災害に関する基礎知識や参考情報 

・避難訓練の企画・運営にあたって、参考となる基礎知識やサイト等の情報を以下に⽰します。 
サイト⼀覧（各種情報の⼆次元コード） 

■災害や気象に関する参考サイト（p24〜） 

要配慮者利用施設における 
避難確保に関する研修資料 

気象庁 
台風に関する知識 

気象庁 線状降水帯に
関する知識 

 
○事例を用いた防災力の向上 
 （テキスト資料） 

 
○事例を用いた防災力の向上 
 （動画資料） 

 
○台風情報の種類と表現方法  

 
○線状降水帯の各種情報 

■情報収集に関する参考サイト（p31〜） 

気象庁 
防災情報 

国土交通省 
川の防災情報 

ハザードマップ 
ポータルサイト 

浸水ナビ 

 
○雨量や台風情報等の把握 

 
○川の水位や河川カメラ映像 

 
○自治体のハザードマップ 

 
○地点別の浸水深 

過去の災害記録 
(自然災害の脅威) 

過去の災害記録 
(関東地方の災害) 

気象庁 
顕著な災害時の気象 

 

 
○被災写真や動画等の記録 

 
○関東地方の大規模災害情報 

 
○災害をもたらした気象事例 

 

■避難訓練に関する参考サイト（p38〜） 

要配慮者利用施設 
における避難に関する 

計画作成の事例集 

要配慮者利用施設にお
ける避難の取り組み

の成果事例集 

要配慮者利用施設の 
避難確保計画に基づく 

訓練事例集等 

避難訓練の映像 

 
○避難方法等の参考事例 

 
○水害時の避難の参考事例 

 
○避難訓練の事例(志木市) 

  
洪水編   土砂災害編 

○避難訓練の映像(徳島県) 

  



24 

 

災害や気象に関する基礎知識や参考情報 

 

災害リスクの違い 
 
 
■ ⼤⾬による災害を⼤きく分けると、⽔害と⼟砂災害になります。 
■ ⼤⾬を起因とする⽔害は、⽐較的⼤きな河川が氾濫する洪⽔、降った⾬が下⽔道等で排⽔

できずに浸⽔する⾬⽔出⽔（いわゆる内⽔）があります。 
■ ⼤⾬を起因としない⽔害としては、⾼潮や津波があります。 

 

洪⽔ ⾬⽔出⽔ 
⼤⾬により川から⽔が溢れて氾濫すること ⾬⽔が排⽔施設で川に排⽔できず

に、宅地などに溢れること 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

⾼潮 津波 

台風や低気圧の接近に伴い、潮位が通常
よりも⼤きく上昇すること 

地震によって⽣じる海⽔⾯の盛り上がりや落ち込みによっ
て起こる波が海岸まで押し寄せること 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
■ ⼟砂災害には、がけ崩れ、⼟⽯流、地すべりの 3 つの種類があります。 

 

⼟砂災害
の種類 

がけ崩れ 
（急傾斜地の崩壊） 

⼟⽯流 地すべり 

⼟砂災害
の特徴 

急な斜⾯の⼟砂が⼀瞬のう
ちに崩れる現象 
 
 
 
 
 
 
 

 

⼤⾬によって崩れた⼟砂が
⽔と混じって、ものすごい勢
いで流れる現象 
 
 
 
 
 
 

 

ゆるやかな傾きの斜⾯が広
い範囲にわたってゆっくり落ち
ていく現象 
 
 
 
 
 
 

 
災害写真 令和元年 10 ⽉千葉県 

 
 
 
 
 
 

 

平成 30 年 7 ⽉広島県 
 
 
 
 
 
 

 

令和 3 年 7 ⽉⻑野県 
 
 
 
 
 
 

 
 

洪⽔、⾬⽔出⽔、⾼潮、津波 

⼟砂災害 

平成２７年関東・東北豪⾬ 令和元年台風第１９号の豪⾬ 

平成 16 年 9 ⽉ 
台風 18 号（広島市）

平成２３年 
東⽇本⼤震災 

平成３０年
７⽉豪⾬ 
（福⼭市）
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外⽔氾濫と内⽔氾濫 
 

■ ⽔害の要因として、⼤きくは「外⽔氾濫」と「内⽔氾濫」に分けられます。 
 
 
■ 外⽔氾濫は、河川の堤防から⽔が溢れ⼜は堤防が決壊して浸⽔することをいいます。 
■ 河川等の⽔位が著しく上昇した場合に発⽣して、⼈的な被害に繋がる可能性も⾼いです。 
■ 主な対策として、河川から⽔が溢れないように堤防の整備を⾏っています。 

 

 

 

 
 
■ 内⽔氾濫は、堤防から⽔が溢れなくても、下⽔道の排⽔能⼒不⾜などが原因で、降った⾬を

排⽔処理できずに引き起こされる氾濫のことをいいます。 

■ 本川と⽀川の合流地点において、本川の⽔位上昇により合流点の⽔門を閉じるため、⽀川の
⽔が本川に流れ込めなくなることで溢れることも内⽔氾濫といいます。 

■ 主な対策として、⾬⽔を市街地から排除・貯留する管やポンプの整備を⾏っています。 

 

 

 

 

  

外⽔氾濫 

図の出典︓国⼟交通省 

内⽔氾濫 

図の出典︓国⼟交通省 
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家屋倒壊等氾濫想定区域、⼟砂災害警戒区域・⼟砂災害特別警戒区域 
 
 
■ 「家屋倒壊等氾濫想定区域」は、家屋の倒壊・流失をもたらすような堤防決壊に伴う激しい

氾濫流や河岸侵⾷が発⽣することが想定される区域となります。 
■ 「家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）」は、家屋の流失・倒壊をもたらすような洪⽔の氾濫

流が発⽣するおそれがある範囲をいいます。 
■ 「家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵⾷）」は、家屋の流失・倒壊をもたらすような洪⽔時の

河岸侵⾷が発⽣するおそれがある範囲をいいます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■ 「⼟砂災害警戒区域」は、⼟砂災害が発⽣した場合に居住者等の⽣命⼜は⾝体に危害が⽣

じるおそれがあると認められる区域となります。 
■ 「⼟砂災害特別警戒区域」は、⼟砂災害警戒区域のうち、⼟砂災害が発⽣した場合に建築

物に損壊が⽣じ居住者等の⽣命⼜は⾝体に著しい危害が⽣ずるおそれがあると認められる区
域となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家屋倒壊等氾濫想定区域 

⼟砂災害警戒区域・⼟砂災害特別警戒区域 

家屋倒壊等氾濫想定区域のイメージ 

︓家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流） ︓家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵⾷） 

ハザードマップに⾊
や模様がついてい
る範囲が家屋の流
出・倒壊の恐れが
ある区域 

がけ崩れ（急傾斜地の崩壊）︓ 
傾斜度が 30°以上である⼟地が
崩壊する現象 

地すべり︓ 
⼟地の⼀部が地下⽔等に起因して滑る
⾃然現象⼜はこれに伴って移動する現象 

凡例 

町

凡例 
凡例 

⼟⽯流︓ 
⼭腹が崩壊して⽣じた⼟⽯等⼜は
渓流の⼟⽯等が⽔と⼀体となって
流下する現象 

⼟砂災害警戒区域・⼟砂災害特別警戒区域のイメージ 

ハザードマップに⾊がついている範囲が⼟砂災害の恐れがある区域 
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降⾬に関する情報 
 
 
■ 台風情報を確認し、事前に進路や降⾬量等の情報を把握することで、発災するまでに備える

ことができます。 
■ 気象庁では、台風の５⽇（１２０時間）先までの２４時間刻みの予報について、６時間ご

とに情報を発表しています。 

 

 

 

 
 
■ 前線は、寒気団と暖気団の境界線のことで、その動きと構造によって、温暖、寒冷、閉塞、停

滞の４種類に分けられます。 
■ 温暖前線︓寒気団側へ移動する前線。通常、前線の通過後に気温が上がります。 
■ 寒冷前線︓暖気団側へ移動する前線。通常、前線の通過後に気温が下がます。 
■ 停滞前線︓ほぼ同じ位置にとどまっている前線。 「梅⾬前線」や「秋⾬前線」も停滞前線の⼀

つです。 
■ 閉塞前線︓寒冷前線の移動が速くなり温暖前線に追いついた前線。 
 

 

 

 

  

前線の種類 

台風情報の種類と表現⽅法 

台風経路図の例             出典︓気象庁 

前線による⼤⾬ 令和３年(2021 年)8 ⽉ 11 ⽇〜8 ⽉ 19 ⽇をもとに作成 
出典︓気象庁 

寒気団と
暖気団の
境界線 
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降⾬に関する情報 
 
 
■ 次々と発⽣する発達した⾬雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲群によって、数時

間にわたってほぼ同じ場所を通過、⼜は停滞することで作り出される、線状に伸びる⻑さ 50〜
300km 程度、幅 20〜50km 程度の強い降⽔を伴う⾬域を『線状降⽔帯』といいます。 

■ 気象庁は、「顕著な⼤⾬に関する気象情報」の発表基準を満たすような線状降⽔帯による⼤
⾬の可能性がある程度⾼いことが予想された場合、半⽇程度前から、気象情報において、
「線状降⽔帯」というキーワードを使って呼びかけます。 

■ このような情報が発信された際には、⼤⾬災害に対する危機感を早めにもっていただき、ハザ
ードマップや避難所・避難経路の確認等を⾏いましょう。 

 

 

 

 

  

線状降⽔帯に関する各種情報 

出典︓気象庁 
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⾬や風の強さ 
 

■ 台風等が近づいて、⾬や風が強くなると、避難が難しくなりますので、早めの避難を心がけまし
ょう。  

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⾬の強さと降り⽅ 

出典︓気象庁資料 リーフレット「⾬と風（⾬と風の階級表）」 
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風の強さと吹き⽅ 

出典︓気象庁資料 リーフレット「⾬と風（⾬と風の階級表）」
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情報収集に関する基礎知識や参考資料 

 

各種資料の⼊⼿⽅法 
 
 
■ 各⾃治体は地域に危険性のある災害に対し、様々なハザードマップを公表しています。（洪

⽔ハザードマップ、内⽔ハザードマップ、⾼潮ハザードマップ、津波ハザードマップ、⼟砂災害ハ
ザードマップ、⽕⼭ハザードマップ） 

■ ⽔害で想定される浸⽔深等がわかるサイトとして、下記のサイトがあります。 

 

 

 

 
 
■ 過去に発⽣した災害の記録が掲載されているサイトとして、下記があります。 
 

 

 

  

過去の災害に関する資料や写真 

ハザードマップ 

国⼟交通省︓ハザードマップポー
タルサイト
http://disaportal.gsi.go.jp/ 

国⼟交通省︓地点別浸⽔シミュレー
ション検索システム（浸⽔ナビ）
https://suiboumap.gsi.go.jp/ 

国⼟交通省︓⾃然災害の脅威
https://www.mlit.go.jp/river/
bousai/riskportal/index.html 

関東地⽅整備局︓関東地⽅
のこれまでの災害
https://www.ktr.mlit.go.jp/
bousai/index00000024.html 
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気象情報・河川情報の⼊⼿⽅法 
 
 
■ 「気象庁 HP」では、⾬量や台風情報等を把握することができます。参集や避難判断の参考と

しましょう。 

 

 

 

 

  

気象情報 

気象庁 HP︓ 
https://www.jma.go.jp/
jma/index.html 

カスタマイズ完了後、左下の⻭⾞のマークをクリック 
  ※コンテンツ選択画⾯が閉じます。 

③「表⽰をカスタマイズする」をクリック 

②「あなたの街を変更する」から 
お住まいの地域を選択 

① 気象庁 HP トップ画⾯の「防災情報」をクリック
すると発表中の防災情報が表⽰されます 

② お住まいの地域を選択いただくことで、絞り込
んだ情報を確認できます 

③ 下部の「表⽰をカスタマイズ」ボタンから、必要
な情報を選択することで、１ページにまとめて
表⽰することができます 

この画⾯は、取得する情報に 
合わせてカスタマイズ可能です。 
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気象情報・河川情報の⼊⼿⽅法 
 
 
■ 国⼟交通省の「川の防災情報」では、近隣の川の⽔位や、河川カメラの映像を確認すること

ができます。 

 

 

 

 

  

河川情報 

国⼟交通省:川の防災情報︓https://www.river.go.jp/index 

① 「川の防災情報」のホームページにアクセスすると、情報の種類が⼀覧で表⽰されます 
② ⽔位グラフ及び河川横断図は「観測所等の地図情報」から、ライブカメラは「ライブカメラ画像」より⼊

り、地図上の観測所⼀覧より選択します 

⽔位グラフ 

ライブカメラ 河川横断図 
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気象台が発表する防災気象情報の⼊⼿⽅法 
 
 

 

 

 

 

 

  

出典︓気象庁資料 
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避難⾏動に関する基礎知識や参考資料 

 

⽴退き避難（⽔平避難）と屋内安全確保（垂直避難）の違い 
 
 
■ ⽴退き避難（⽔平避難）は、浸⽔想定区域等の災害リスクにある場所の施設を離れ、浸⽔

想定区域外の避難先に避難することであり、避難⾏動の基本です。 

 
 
■ 浸⽔想定区域等の災害リスクのある場所の施設であっても、浸⽔深より⾼い階に移動するこ

とによって、利⽤者の安全を確保することが可能な場合があります。 
■ こうした施設で、施設内に留まって避難するのが「屋内安全確保（垂直避難）」です。 
 

 

避難⾏動の種類 

 
■ 「避難」とは「難」を「避」けることで、下の４つの⾏動があります。 
 

 

  

屋内安全確保（垂直避難） 

⽴退き避難（⽔平避難） 

出典︓内閣府 新たな避難情報に関するポスター・チラシをもとに作成 
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避難先の選び⽅ 
 
 
■ 避難先は、災害のリスクに応じた場所を選定し、選定フローをもとに選択しましょう。 

 

 

 

 
 
 

 

  

避難先の選定フロー 

災害リスクに応じた避難先の選定 
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避難のタイミング 
 
 
■ 気象庁等が発表する警報、キキクル（危険度分布）等は警戒レベル２〜５に「相当する」情

報です。 
■ 警戒レベル３ ⾼齢者等避難では、避難に時間のかかる⼈は危険な場所から避難しましょ

う。 

 

 

 

 
 
■ 河川や⾬の状況に応じて、気象警報や洪⽔予報、避難情報は発信されます。 
 

 

※避難に関する情報は、⾃治体の公式ホームページや防災アプリ、テレビ等から情報収集が可能 

防災気象情報と警戒レベル情報の関係 

避難に関する情報発信 

出典︓内閣府 防災情報のページ 

出典︓内閣府 防災情報のページ 
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避難訓練に関する基礎知識や参考資料 

 

避難に関する事例 
 

■ 避難の実績例などは、以下のサイトにありますので、これらも参考に避難⾏動や避難訓練の
実施イメージをもちましょう。  

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

  

要配慮者利⽤施設における⽔害からの 
避難の取り組みの成果事例集 

要配慮者利⽤施設における避難に関する 
計画作成の事例集（⽔害・⼟砂災害） 

出典︓内閣府（防災担当）
消防庁、厚⽣労働省、 
国⼟交通省、気象庁 

出典︓国⼟交通省 

■要配慮者利⽤施設における防災体制の構築、防災活動、
避難⽅法やタイミングなどの他事例がわかる参考資料です。 
https://www.bousai.go.jp/oukyu/hinankankoku/pdf/
hinanjireishu.pdf 

■要配慮者利⽤施設における⽔害時の避難実績
に関する他事例がわかる参考資料です。 
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/
saigai/jouhou/jieisuibou/pdf/seikajirei.pdf 
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避難訓練に関する事例 
 

■ 避難訓練の実績例などは、以下のサイトにありますので、これらも参考に避難⾏動や避難訓
練の実施イメージをもちましょう。  

 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

避難訓練の映像（洪⽔編）（⼟砂災害編） 

要配慮者利⽤施設の避難確保計画に基づく 
令和３年度訓練事例集等 

■埼⽟県志⽊市での要配慮者利⽤施設における
避難訓練の実施事例がわかる参考資料です。 
https://www.city.shiki.lg.jp/index.cfm/37,85729,
c,html/85729/20220209-175530.pdf 

■要配慮者利⽤施設における洪⽔・⼟砂災害に関する
避難訓練の様⼦がわかる参考資料です。 

出典︓志⽊市 

出典︓徳島県 

○洪⽔編 
https://www.youtube.com/watch?v=f1KHk2XH-
Z4&feature=youtu.be 

 
 
 
 
○⼟砂災害編 

https://www.youtube.com/watch?v=mEg9qg6PXXQ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資  料  編 


